
 

 

 
 

 

学校評価特集【後期】  
 

１２月にお願いしました保護者アンケートの集計ができました。また，同時期に児童アンケートや教職員自己
評価も実施していますので，これらの結果をお知らせします。 
本校では年間に２回の学校評価をおこなっています。子どもたちへの教育は保護者や地域と学校との信頼関係

が大切であり，学校は子どもたちの状況や保護者の思いをしっかり受け止め，教育の充実に努めていきたいと考
えています。今後とも子育てについての課題を共有しながら学校・家庭・地域の相互理解と連携が一層深まるこ
とを願っています。  

 
 
               

◎ 今回も，学年比較をしながら分析しています。学年が上がるとどのように変わっていくのかを分析しました。 
 

１.【元気のよいあいさつをしている。】 

 
 

２．児童アンケート【家で読書をしている】 
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「あいさつ」については，昨年度より肯定

的に回答した児童が増えています。昨年

度,地域の方や保護者から,あいさつをす

る児童が減っているとの声をたくさんい

ただきました。今年度は,その声をもとに

学校全体の取組として，あいさつを推進

してきました。緊急事態中はできていま

せんが,児童会の呼びかけで,あいさつ運

動も行っています。 

6 年生の数値を見ると,「よくできる」

の回答が他学年よりもずいぶん上がって

います。集団登校時，6年生のよき姿を手

本としてに,他学年にも広がっていくよ

う,指導を続けていきたいと思っていま

す。 

 前期は,高学年ほど家庭で読書をしてい

るという傾向が見られましたが,後期は,低

学年の方が肯定的に回答している児童が

多かったです。児童アンケート（全学年）で

は,５７．６％の児童が肯定的な回答をして

います。昨年度は,５３．２％でした。コロナ

禍もあり,お家で過ごす時間が増えたこと

も影響しているかもしれませんが,昨年度

よりも肯定的な回答をしている児童が増

えました。学校としては,定期的に学級文

庫の図書を入れ替えたり，図書室に通っ

たりと，児童が少しでも本に興味が持てる

ように取組を進めてきました。また,子ど

もたちは，「お話し広場くすくす」による読

み聞かせをとても楽しみにしています。今

年度も昨年度に引き続き，思うように活

動していただけませんでした。早くコロナ

が収まり，毎月，読聞かせをしていただけ

る日が来るといいです。 

 



３．【学校のきまりや約束をきちんと守っている】 

 
 

４．児童アンケート【ゲームや携帯（スマホ）をする時間を決めて，守っている。】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自由記述欄にもご意見いただきありがとうございます。 

 

＜学校行事について＞ 

・コロナ禍の大変な時期に,子どもたちのために工夫を凝らして行事を考えてくださって感謝しています。 

・学校行事を早めに伝えてほしい。 

・兄弟で参観日を同じにしてほしい。 

・体験学習や課外学習は，子どもの心の成長に必要だと感じているので,可能な限り実施をお願いしたい。 

＜放課後の過ごし方について＞ 

・公園でごみを投げ捨てている子をよく見かける。 

・最近暗くなるのが早いが，暗くなってからも公園で遊んでいる子をたまに見かける。 

＜学習について＞ 

・以前のように漢字検定を行ってほしい。 

・生活や工作で用意する物の連絡をもっと早めに連絡してほしい。 

・算数の授業だけでも,学力別で授業してほしい。 

・宿題を増やしてほしい。 

＜その他＞ 

・毎週いただくお知らせをもとに,子どもとのお話しする時間が内容あるものになっているのでありがたい。 

・朝のあいさつができていない子が多いと感じる。 

・通学路を通らなかったり,広がって歩いたりして帰り道が危ないと感じる。 
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 児童アンケート（全学年）では,８５．１％の

児童が肯定的な回答をしています。学校

では，みんなが気持ちよく過ごすためにル

ールや決まりがあると,お話しています。そ

して,１つ１つのルールや約束について「何

のためにあるのか」を説明し,他のルール

にも汎用できる力を育むようにしていま

す。しかし，学校の中では,決められたルー

ルを守って過ごしていると答えている子

どもたちですが,地域の方や保護者の方よ

り,放課後の過ごし方についてご意見いた

だくことがあります。学校を離れてもルー

ルを守って過ごすことができるよう,引き

続き指導していきます。 

ここ数年の傾向として，学年が上がるほ

ど，肯定的な回答が減ってきています。児

童アンケート（全学年）では,６１．２％の児

童が肯定的な回答をしています。前期は,７

０．４％でした。前期よりも，肯定的に回答

した児童が減少しています。まん延防止重

点措置の実施等で,お家にいる時間が増え

たことも要因の１つとして考えられます

が，一旦緩めたルールを戻すことは,とて

も大変です。学校でも引き続き，スマホや

タブレット，ゲーム機などの健康に与える

被害に等について指導していますが,ご家

庭でも今一度,お子達とルールについて話

し合っていただくよう，ご協力をお願いし

ます。 
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